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§１．研究成果の概要 

 

幾何変換場のスパース表現の獲得を目的として，スパース回帰の定式化と計算アルゴリズムの

開発に取り組んだ．開発の題材として，組織切片画像の精緻な位置合わせを実現する変形場を幾

何変換場としてモデル化する問題を扱った．画像特徴を基に得られた対応点群から，画像同士を

位置合わせする局所的な幾何変換をサンプルとして収集した．幾何変換として 2 次元剛体変換を

扱い，これに対して定義される対数・指数写像を用いて RBF カーネル回帰を定式化した．また，各

サンプルに対する重みを導入し，これに対する疎性を評価することによって，スパース回帰を定式

化した．収集されたサンプルから幾何変換場を推定することができることを確認した． 

また，連続組織切片の逐次位置合わせで問題となっていた 3 次元復元における歪みの解消を

目的として，各組織切片対の局所領域間で収集された剛体変換のサンプルからモデル化される幾

何変換場の全体最適化にも取り組んだ．さらに，歪みのない既知の 3 次元ボリュームを基に，ラン

ダムな非剛体変形を施した連続画像列を生成し，非剛体位置合わせの精度を評価する枠組みを

構築した． 

昨年度に引き続き，本課題の処理対象となる連続組織切片標本群のデジタル化，整理，及び医

学的知見に基づく器官のアノテーションなど，京都大学の山田重人教授と研究補助員の協力を得

ながら，データの整理を進めた． 
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